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１ 出 発 

 2025(令和 7)年 10 月８日水曜日午前９:00 

（一社）首都道路協議会道路視察団一行総勢 20 名、

岡谷に向け新宿駅西口を出発。 

 今回の視察箇所は、岡谷高架橋リニューアル工

事（NEXCO 中日本）、北野牧工事（NEXCO 東日

本）と国指定重要文化財である旧信越線碓氷第三

橋梁(めがね橋)である。  

また、８日は岡谷へ向かう途中、新山梨環状道

路の供用区間である南部区間、西部区間を走行し

車窓より視察する。 

２ 新山梨環状道路 

首都高、中央道ともに順調に進み、甲府南 IC で

いったん中央道をおり、山梨新環状道路南部区間

（西下条～南アルプス IC）、西部区間（南アルプス 

IC～増穂 IC）を走行する。 

山梨新環状道路は甲府周辺の渋滞緩和を主たる

目的とし、計画全体延長は約４３ｋｍの環状道路 

であり。東西南北の４区間に分かれている。その

うち、今回走行した南部区間と西部区間の２区間

において供用が開始されている。東部区間と北部

区間は一部事業中。 

南部区間は 4 車線の地域高規格道路で原則連続

立体交差構造となっているが、西下条付近はリニ

ア新幹線の山梨県駅（仮称）や中央道のスマート

IC が予定されていることから、平面交差の４車線

道路となっている。 

新駅予定地付近では、農作物の耕作が続けられ

ており、工事着手等の具体の動きはまだみられな

い。 

2025 年度（令和７年度）一般社団法人首都道路協議会道路視察の報告書 
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走行した区間では、平日の午前のせいか交通量

もそう多くはない。新山梨環状道路の整備効果が

現れるのは、東部区間、北部区間の整備が進んだ

段階まで待たなければならないのかもしれない。 

３ 岡谷高架橋リニューアル工事        

（NEXCO 中日本・長野道） 

増穂 IC より中部横断道を経由し中央道の 

諏訪 IＣより一般道を岡谷へ向かう。 

岡谷高架橋は中央自動車道から長野自動車道

分岐する玄関口にあり、１９８６年に開通した

プレストレスコンクリート橋であり天竜川、JR

中央本線、および県道をまたぎ地上約５５m の

高さで横断している。また、橋長５７８m、最大

支間１４８m は当該形式で当時最大級でありコ

ンクリート橋の新分野を開拓するとともに景観

的にも優れていることが認められ土木学会の昭

和６１年度田中賞作品部門を受賞している。 

  

14:00 岡谷到着後、岡谷リニューアルセンタにて、

NEXCO 中日本東京支社松本保全・サービスセ

ンターの工藤工務担当課長、 辻本更新工事担当

係長より説明を受ける 

 建設当時の最新技術を駆使してつくられた岡

谷高架橋ではあるが、様々な自然災害を経て得

られた教教訓を活かすとともに、維持管理の中

で見えてきた課題を解決するためにリニューア

ル工事を実施し、建設当時以上の性能へグレー 

ドアップさせるとのことであった。 

 

今回の改良工事の内容は 

１）橋げたの長期にわたる安全性の向上 

これまでに、一部 PC グラウトの充填不足

が確認されているため、PC グラウトの再填充

により PC 鋼材の腐食や破断を防止。再填充

が困難な箇所は、将来ＰＣ鋼棒が破断した場

合でも箱桁の耐力が回復できるよう PC 外ケ

ーブルを配置。 

変状と対応の履歴    出典 NEXCO 中日本 

        

２） 走行安全性の向上 

・ポットホール対策 

冬季に大量に散布する凍結防止剤による塩害や

厳冬期の凍害、大型車両の繰り返し荷重によっ

て、床版上面の劣化に伴う舗装のポットホール

の多発が車両走行時の振動やさらなる路面の劣

化を進行させる。このため、床版上面を高強度、

高耐力な材料（UHPFRC）で打替える 

・ビーム型伸縮装置を耐久性の高い鋼製フィンガ 

ジョイントに交換 

・壁高欄においては凍結防止剤の塩分が浸透する

ことによる内部鉄筋の腐食等に伴う劣化のため 

車両衝突時の安全性が低下する懸念がある。 

これには耐久性の高い材料を用いたプレキャスト

壁高欄に交換するとともに接合部にも高い遮塩性 



3 

 

を持つモルタルを使用。 

３）大規模地震時の安全性及び普及性の向上 

（最新基準レベルの耐震性に強化） 

・橋脚の外面に高強度鉄筋を配置しコンクリー 

トで巻きたてる 

・内部にコンクリート充填し基部に高強度に高 

強度の UHPFR を用いることで曲げ耐力を向 

上させる  

・支承部の固定装置の強化 

・落橋防止システムの整備 

 

 

 

 

改 良・補 強 概 要 図  出典 NEXCO 中日本 
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説明終了後、徒歩にて、岡谷高架橋（P9～A2）

の改良工事の現場へ向かう。床版打替、壁欄取

替換工等の実施状況を視察。 

 

岡谷高架橋は１９８３年～１９８６年の３年の

年月をかけて建設された。竣工より４０年後の

今、通行止めはできず、交通規制等で対応して、

車両通行を確保しつつ行わなければならない。

このため２０２２年に着手した改良工事の完了

は２０２９年までの７年間かかるとのことであ

る。供用中の道路の大規模な修繕・改良工事の

実施は難しい。供用後の維持管理を視野に入れ

た設計施工と適切な予防保全対策が大切である

ことを痛感した。 

NEXCO 中日本では岡谷高架橋改良工事の完

了後には、経年劣化による橋げたの変化の把握

のため、桁のたわみ計測、ひずみ計測、桁内の外

ケーブルの伸び計測を総合的に行い橋の異常や

その原因を分析するとともに、遠隔モニタリン

グを行いデーターを定期的に確認することで効

率的かつ信頼性の高い維持管理を行う予定して

いるとのことである。 
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４ 北野牧工事（NEXCO 東日本・上信越道） 

 10 月 9 日 9:00 宿泊地の佐久を出発。 

佐久インターより上信越道へ入り東京方面に。

視察地である北野牧トンネルの現場を通過し、

松井田妙義 IC より一般道で軽井沢方面に戻る

形で、NEXCO 東日本の上信道・長野道高速リ

ニューアルテクノセンターへ向かう。 

テクノセンターには 10：00 到着。 

NEXCO 東日本関東支社 山岸 長野工事事務所

長より工事概要等の説明を受ける。 

 北野牧工事は妙義松井田 IC～軽井沢 IC の北

野牧トンネル上部にある高さ 70m に及ぶ岩山

（岩塊）を撤去する工事である。 

            出典 NEXCO 東日本 

1996 年の北海道豊浜崩落事故を受け、のり面

の点検を行ったところ、落石する恐れがある

のではないかと懸念された。2000年～2002年

にグランドアンカー打設、落石防止網等の対

策を行ったが、自然環境下における風化、中

規模以上の地震による落石リスクを含んでい

ることが有識者の参加する調査委員会で明ら

かになった。直ちに岩盤崩落につながる可能

性は低いものの、緊急輸送道路としての信頼

性の向上や利用者の安全確保の観点から、 

予防保全工事として岩塊の除去をすることと

した。この決定を受け施工法等を検討し 2017 

年より着工した。 

工事は「その 1 工事」と「その 2 工事」に 

出典 NEXCO 東日本 

分割して実施されている 

その 1 工事は  

岩盤掘削のための仮設備工、落石対策工等を施工 

工期は 2017 年 2 月 21 日～2023 年 9 月 17 日 

１）落石対策工 

上信越道北野牧トンネル坑口直上での施工であ

ることから,供用中の高速道路を守るため、多重

の落石対策を行っている。 

ⅰ．崖面にロックボルトで岩盤を安定させ落石

を防ぐ。 

ⅱ．トンネル抗口上部にロックシェッドをかけ

小規模落石が発生したときに受け止め高速  

道路を守る。 

ⅲ．７０m ある崖面を防護柵で覆う。落石から

高速道路を守りながら足場の役割も兼ねる 
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２）仮設備工  

施工場所の自然環境を保全するため、仮桟橋や

大型装置（インクライン、大型モノレール）を構築

し工事用道路の代替とすることにより地形改変を

最小限とした。 

出典 NEXCO 東日本 

 

 

 

その２工事は 

掘削、仮設備撤去等を行う 

工期 2023 年 2 月 9 日～2029 年 4 月 7 日 

主要工事数量 

 掘削工 94,802 m3, 

用・排水工 574ｍ 

りり面工 2,972 m2 

    仮設撤去工 1 式  

 

モノレール 

工 事 概 要 図  出典 NEXCO 東日本 
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テクノセンターでの概要説明のあと最大斜度 

３8 度の４００ｍの斜面を大型モノレールで 15

分かけて上り、ロックシェッドで説明を受ける。 

  

現在の出来高は（２０２５年９月３０日現在） 

 ・掘削標高（マイナス５０ｍ） 

  山頂７９５ｍ→現在７４５ｍ（仕上げ７３４ｍ） 

※ 出来高管理にはドローンによる自動起動測定を使用 

  ・掘削土量 ８６，７００ｍ３（９１．４％） 

であり岩を撤去された崖面から、足場防護兼用

の落石防護柵は撤去され、のり面工、用・排水工

を施工 

 

工事は順調に進んでおり、予定通り２０２６

年前半には掘削工が完了し、その後仮設撤去、

原状復旧を行い２０２８年に約１０年の歳月を

かけ完了予定とのこと。 

 供用中の高速道路での工事であるため通行車

両の安全を確保しつつ、周辺環境にも配慮しな

ければならない、１０年の事業期間のうち本工

事は３年弱。残る７年は、仮設備工等の前準備

と原状復旧に要することに驚かされる。 

 

５．碓氷第三橋梁（めがね橋） 

１０月９日午後、最後の視察先「碓氷第三橋梁

（通称：めがね橋）に向かう。 

 碓氷第三橋梁は明治２６年（１８９３年）に

完成した日本最大級の煉瓦造りの４連アーチ橋。 
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全長９１m。川底からの高さ３１ｍの４連アー

チ橋で平成５年（１９９３年）に国指定重要文

化財に指定されている。 

 

 今回は、旧信越線廃線跡を利用した遊歩道「ア

プトの道」を、旧熊ノ平駅から碓氷第三橋梁ま

での 1.2 ㎢を歩いて下ることとした。 

旧熊の平駅から碓氷第三橋梁までの間には、

６号隧道から１０号隧道までの５つトンネルと

碓氷第三橋梁から碓氷第六橋梁までの４つの橋

梁があり、第三橋梁以外の３橋も国指定重要文

化財となっている。 

碓氷峠の横川～軽井沢間 11.2ｋｍの険阻な山

間に、２６の隧道と１８の橋梁を、明治２４年

（１８９１年）から明治２５年（１８９２年）ま

でのわずか１年９か月で建造している。 

困難な施工のため５００人の殉職者が出たと

いう説もある。その真偽のほどはわからないが、 

「アプトの道」の鉄道遺産である橋梁や隧道を

見ながら歩いていると、明治時代の先人の労苦

がしのばれる。 

 

 ６．帰着 

視察団は１０月９日（木）夕刻、２日間にわ

たる道路視察を終え出発地である新宿に無事

帰着した。 

改めて、現地で案内をしていただいた東日 

本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、鹿島㈱・ 

㈱富士ピーエス JV、㈱大林組の方々に感謝す

るものである。 

 協議会の道路視察は、会員誰もが気軽に参

加できる、組織の垣根を越え、様々な技術や

現場の実情を実感できる貴重な場である。 

  今後も、多くの会員参加を得て、様々な視

点で視野を広げる道路視察が遂行されること

を願うものである。 

 

【参 考】 

●道路視察箇所の概要 

 ・実施日：2025 年(令７）10 月８日～９日 

 ・１０月８日（１日目） 

  新山梨環状道路（西下条～増穂区間） 

  岡谷高架橋改良工事（長野県岡谷市） 

 ・１０月９日（２日目） 

  北野牧工事（上信越道北野牧トンネル） 

  碓氷第三橋梁（旧信越線廃線跡）  

 

 

 

碓氷第四梁橋 

碓氷第三橋梁 
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道路視察参加者一覧 

 

氏名 所    属 

湯川 雅史 (公財)道路整備保全公社 

橘 剛志 (一財)首都高速道路技術センター 

石坂 弘司 戸田建設㈱ 

岩住 知一 鹿島建設㈱ 

宇佐見 健太郎 鹿島建設㈱ 

加藤 豊章 ㈱奥村組 

梅田 慎也 ㈱奥村組 

小野 恭一 東洋建設㈱ 

香取 匡貴 ㈱竹中土木 

島津 哲也 大成建設㈱ 

西脇 一樹 大成建設㈱ 

髙橋 宏彰 東鉄工業㈱ 

田嶋 仁志 ㈱IHI インフラシステム 

吉原 一彦 ㈱IHI インフラシステム 

田中 充夫 東亜建設工業㈱ 

鶴田 和久 ㈱大林組 

松下 雅行 ㈱大林組 

松村 成和 宮地エンジニアリング㈱ 

石内 二男 (一社)首都道路協議会 

杉橋 要 (一社)首都道路協議会 

 

１日目：岡谷高架橋現場にて 

２日目：北野牧工事現場にて 
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